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要　旨
神戸市の小中学校での「大地の学習」の現状の調査を行った結果、「地域教材を活かした」実
践が十分に行われていないことが明らかになった。近年、日本列島での自然災害（震災・火山在
外・風水害・土砂災害）が増加している。また近い将来に発生する可能性が高い南海トラフ巨大
地震等による被害を少なくする減災・防災の対策の基礎として、小中学校での地学教育の重要性
が大きくなっている。神戸市の地形と地質を活かし、自分の住む郷土の大地の成り立ちと生い立
ち、災害の可能性を具体的に学ぶ小・中学校での地学教育の授業のアウトラインを提案する。
キーワード： 防災・減災教育　地域の自然を活かす　自然災害　南海トラフ地震　大地の成り立
ちと生い立ち
はじめに
ここ２年間の日本列島で発生した主な自然災害をざっと振り返ってみる。九州北部豪雨
（2017.7死者40人）、台風５号紀伊半島上陸・本州縦断（2017.7）、台風18号九州・四国・近畿・
北海道（2017.9）、台風21号近畿で記録的豪雨・暴風（2017.10）、記録的寒波、大雪・東京で
20cm積雪（2018.1）、草津白根山・数千年ぶりの噴火（2018.1）、鹿児島桜島噴火（2018.6）、
大阪北部地震（M.6.1、2018.6、死者4人）、西日本豪雨、岡山・広島（2018.7、死者230人）、
過去最悪の酷暑・熱波（2018.7～8、死者100人）、台風20号・大雨・暴風（2018.8）、台風21号・
関空高潮浸水（2018.9、200万戸停電、死者10人）、北海道胆振東部地震（2018.9、死者40人、
全道ブラックアウト）などがあげられる。
まさに「災害列島」という言葉が実感される自然災害の頻発である。台風の大型化や豪雨、
酷暑などが地球規模の気候変動・温暖化と関連があるとの見解も出されている。
地震の頻発や火山活動の活発化を指して「大地動乱の時代」（石橋克彦、1994）ともいわれる。
一方で、21世紀の前半に発生する可能性が高い南海トラフを震源域とする巨大地震では、
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最悪の場合32万人の死者が出る大災害につながるとの想定がされている。
これらの自然災害から人々の命と財産を守る防災・減災対策の強化が求められている。構造
物、建物の耐震化や津波対策、砂防ダムの整備、河川の堤防の強化などの土砂災害・水害対策
などのハードな面での対策が長中期的・計画的に行われる必要がある。
同時に、地震や土砂災害、風水害から命を守るために、市民が自分たちでできる適切な対策
と備えをしておくこと、適切な避難行動がとれることは極めて重要である。そのためには、自
分たちの住んでいる地域にはどのような自然災害の可能性、危険があるのかという理解が欠か
せない。各自治体から「防災ハンドブック」や「ハザードマップ」が配布され、啓発活動が行
われているため、漠然とした危機意識はあり、防災意識の高まりは感じられるが、具体的な行
動に結びつく理解にはまだまだ課題が多くある。
そのような中で、小学校・中学校での大地の学習（小学校５年での「流れる水の働きと土地
の変化」、小学校６年生での「土地のつくりと変化」、中学校１年生での「身近な地形や地層」「地
層の重なり」「火山と地震」「自然の恵みと火山災害・地震災害」）の役割は、防災・減災教育
の基礎として、極めて大きいと言える。
昨年度、神戸市内の小学校と中学校の教員を対象にしたアンケート調査を行ったところ、次
のような課題が明らかになった（觜本格・杉原尚史、2018）。
１、身近な地域素材の開拓
身近な校区に「観察に適した地層の露頭がない」ことや安全管理や時間的な問題もあり、露
頭での観察がほとんど行われていない。学習に適した身近な地形や地質（地層や火成岩）の素
材を探し、開拓することが重要であり、可能である。
２、「神戸の自然シリーズ」活用と再編集
1979年～1989年に神戸市教育研究所（現在の神戸市総合教育センターの前身）から発行さ
れた「神戸の自然シリーズ」（全21巻）や「デジタル化神戸の自然シリーズ」が活用されてい
ない。これを活用することにより神戸の自然を活かした大地の学習を発展させる可能性がある。
３、兵庫県南部地震をどう教え、大震災の経験をいかに継承するか
兵庫県南部地震と阪神・淡路大震災を教材として、何をどのように教えるのか、今後の地震
防災・減災のための教訓をどのように継承していくかの検討と研究は大地の学習課題として一
層重視する必要がある。
４、実感を伴った豊かな理解
大地を対象とした学習内容は、地球の内部から表面で起こるスケールの大きな現象である。
日常的な時間スケールとは比べものにならない長期の時間で起こる現象で、簡単な実験で再現
できないことの場合が多い。ここに、この分野の学習の困難さと重要性がある。岩石や化石な
どの実物を観察し、土地の過去のようすを具体的に思い浮かべる学習やモデル実験を通じて実
感を伴った豊かな理解に導く課題がある。
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５、小中学校の連携、情報・教材の共有
小学校と中学校の学習につながりと系統性が十分でない。発達段階に応じて、学習内容を分
担したり関連付けをしたりする必要性がある。地域の素材・教材などの情報を共有したり、教
材・教具の貸し借り・共有したりすることよって子どもたちの豊富な観察経験をさせることは
可能ではないか。
以上のような問題意識から神戸市における小学校・中学校での地域教材を扱った大地の学習
のカリキュラム作成の視点と素材を提案する。
１、神戸の地形と地質の概観
昨年のアンケートで、「地域の地形や地質についての紹介や解説をしたか」を聞いたところ、
「しなかった」人は小学校で42％、中学校で32％であった。その理由として「資料（情報）が
ない」「自分に知識がない」とした人が多くいた。
神戸市の地形と地質について概観しておく。
１-１　地形を見れば地質がわかる
地形は大きく分けると山地と平野に分
かれ、平野には丘陵、台地、低地がある。
神戸には六甲山地と丹生山地があり、六
甲山地は花こう岩、丹生山地は有馬層群
からできている。
六甲山地の西は標高が200～300m程
の丘陵で須磨ニュータウン、鈴蘭台など
住宅地で神戸層群が分布している。北神ニュータウンから淡河、大沢にかけての地域も丘陵で
神戸層群が分布している。六甲山地の南側と垂水区、西区は150mより低い丘陵で、大阪層群
と段丘層からできている。標高10m以下の低地と河川に沿うところは沖積層でできている。
１-２　丹波層群（古生代ペルム紀～中生代ジュラ紀）
丹波層群は砂岩、頁岩、チャートなどの堆積岩を主
体とした地層で、神戸市内では六甲山地東部、北区、
西区に点々と、丹波地方には広く分布している。大陸
から運ばれた泥や砂が堆積してできた地層とプレート
の移動とともにやってきたチャートや石灰岩からなる
地層や玄武岩が複雑に混ざり合った地層である。
写真１　丹波層群（神戸市西区）
図１　神戸での地形と地質の関係
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１-３　花こう岩と有馬層群
中生代白亜紀の後半（7000万年～8000万年前）
には、ユーラシア大陸の東端は、激しい火山活動の
舞台であった。流紋岩質のマグマが地表に噴出した
のが有馬層群である。流紋岩質の溶岩、火砕流堆積
物である凝灰角礫岩、溶結凝灰岩、凝灰岩などから
できている。
その時、地下数kmの場所にあった「マグマだまり」
がそのまま固まってできた深成岩が花崗岩類であ
る。神戸付近の花崗岩類は、「六甲花崗岩」と「布
引花崗閃緑岩」がある。六甲山地は、花崗岩類から
できている。この花崗岩は深層風化を受けており、
崖崩れを起こしやすい。また、花崗岩の礫や真砂が
土石流として平野部に流れ出す源でもある。
１-４　神戸層群（新生代古第三紀）
新生代古第三紀始新世～漸新世（3500万年前ご
ろ）に、神戸から三田にかけて大きな湖があった。
「古神戸湖」とよばれる。この湖と周辺の川原、湿
地に堆積したのが神戸層群である。神戸層群はレキ
岩、砂岩、泥岩が繰り返し堆積してできた地層で、
厚い凝灰岩層が何層もあることが特徴である。
１-５　大阪層群と段丘層
大阪層群は播磨平野の丘陵に広く分布しているお
もに第四紀更新世中期～前期にできた地層である。
垂水区、西区から西の加古川にかけての丘陵と須磨
区から東灘区にわたる山ぞいに分布、段丘層や沖積
層の下や大阪湾の地下にももぐりこんでいる。播磨
平野の大阪層群は、200万年ほどの年代の明石累層
と50万年よりも新しい明美累層にわけられる。明石
累層は非海成の地層群からなり、大阪層群下部亜層
群に位置付けられる。明美累層は海成粘土層を何枚
か含む地層群で大阪層群中部亜層群に位置付けられ 図４　大阪層群の分布
写真２　有馬層群（神戸市北区）
図２　花崗岩類と有馬層群の分布
図３　神戸層群の分布
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る。この明美累層の堆積面が高位段丘面であり、垂
水区と西区に広く分布している。中位段丘は全国的
には下末吉面と呼ばれ12.5万年前の高海水準時にで
きた段丘で、海岸段丘としては播磨灘沿岸の西八木
面がある。
１-６　沖積層
現在形成されつつある地層といえるが、現在の海
岸線と河川に沿って分布している。現在に最も近い
氷期は20000年前に最盛期をむかえ、その後の海水
準の上昇とともに堆積した地層である。海岸線に沿
う沖積平野は海抜５ｍ以下の地域で、6000年前の
縄文海進時には海に覆われた地域であり、大きな津
波が来た時には被害を受ける可能性がある地域であ
る。津波防災を考えるうえで重要な地域である。河
川に沿う沖積層の分布地域は河川の増水によって、
氾濫の可能性がある地域でもある。沖積層は地質図
上では多くの場合、白抜きで示されている。
２、小学校での大地の学習
２-１　流れる水の働きと土地の変化（小学校５年）
小学校学習指導要領（Ｈ29年告示版）では、（ア）流れる水には、土地を侵食したり、石や
砂を運搬したり堆積させたりする働きがあること、（イ）川の上流と下流によって、川原の石
の大きさや形に違いがあること、（ウ）雨の降り方によって流れる水の速さや量が変わり、増
水によって土地の様子が大きく変化することがあることなどが学習内容として示されている。
現行の教科書（啓林館）では、全国的なさまざまな河川の写真を豊富に使って学習を進める
ようになっている。また、運動上での雨水の流れの観察や、土で山を作って水を流して侵食・
運搬・堆積の作用を観察するモデル実験も行うようになっている。
川の学習で大切な視点は、陸地に降った雨水は低いほうに流れ、集まって川となり、海にそ
そぐということである。一見当たり前のことではあるが、子どもたちにとっては、身近な近所
の川がどこから来ているのか。どこに行きつくのかを確認することは大切な学習の課題となる。　
山地では主に侵食が行われ、平野部では堆積が行われるということも重要である。山で起こ
る侵食は、崖崩れや山腹崩壊という現象であり、大雨が降った時に土砂を下流部に運び出す働
きは時に土石流という現象になることがある。下流部に運ばれた土砂が堆積した場所が平野で
写真３　沖積層の分布する低地
　　（和田岬・兵庫区）
写真４　沖積層の分布する川原
　（明石川・西区）
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ある。川の侵食作用の産物が山を深く切り込んだ谷であり、運搬・堆積作用の産物が山麓に広
がる扇状地の地形である。社会科の地理学習とかかわらせて「山地と平野」の学習につなげた
いところである。学習指導要領解説では「長雨や集中豪雨がもたらす川の増水による自然災害
にも触れる」とあるが、近年の豪雨災害や土砂災害について紹介し、神戸での水害史などを紹
介しながら、土砂災害（崖崩れ、地滑り、土石流）や水害（川の氾濫など）の学習を、それぞ
れの地域で発行されているハザードマップを活用して行いたい。
２-２　神戸の川を学ぶ
この分野の学習では、必ず身近な地域の川を取り上げるようにしたい。神戸には六甲山地か
ら流れ出して大阪湾に注ぐ川が多数ある。住吉川、石屋川、都賀川、西郷川、新生田川、湊川、
妙法寺川などである。六甲山地の北側を流れる川は、武庫川水系の有馬川や有野川と加古川水
系の山田川、明石川水系の櫨谷川、伊川などがある。
これらの川の学習に役に立つ教材として、六甲砂防事務所が編集・発行した「六甲の川物語」
がある。神戸市内では湊川、生田川、都賀川、住吉川、妙法寺川、有馬川、山田川を取り上げ
てそれぞれの川のプロフィールら成り立ち、歴史・文化も含めて作成された冊子である。
山地と平野の地形の対比や扇状地の地形を見るのには、明治時代に作成された地形図が有効
である。現在発行されている国土地理院の地形図では平野部は市街地化して建物が描かれてい
るために地形が読み取れない。
一方で神戸の川は特殊である。山地の上流域から一気に海にそそぐ急流であり、蛇行せずに
直線的に流れる川が多い。中流域を持たないと言ってもいい。六甲山地南面の川はほとんどが
三面護岸でコンクリートに固められている。それはこれらの川が過去にたびたび氾濫し、被害
をもたらしてきた歴史があって、人々の「たたかい」のあとでもある。
そして、これらの川の上流域のほとんどが花こう岩地帯である。六甲の花こう岩は激しく深
層まで風化している。そのため教科書的な「曲がった川の外側では侵食が、内側では堆積が見
られる」「平野部の川原では小さな丸い石（円礫）が見られる」ということがない。加古川水
系や明石川水系、武庫川水系の河川では円礫が多数みられるが、これは大部分が古い大阪層群
や神戸層群の礫層の再堆積によってもたらされたものであることに注意したい。
しかし、このような直線的で三面護岸の河川にあっても河床において、礫や砂、泥の堆積と
蛇行による侵食域と堆積域の違いを観察することが可能である。モデル実験と合わせて、実際
の河原での観察を行うと理解しやすい。
２-３　土地のつくりと変化（小学校６年）
小学校学習指導要領（Ｈ29年告示版）では、この単元での学習内容は、（ア）土地は、礫、砂、
泥、火山灰などからできており、層をつくって広がっているものがあること、層には化石が含
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まれているものがあること、（イ）地層は、流れる水の働きや火山の噴火によってできること、
（ウ）土地は、火山の噴火や地震によって変化することと示されている。
現行の教科書（啓林館）では、大規模な地層が露出している写真（千葉県屏風ヶ浦）をみた
あと、「１、地層のでき方」として堆積実験装置をつかってのモデル実験で、れき・砂・泥が
水底に堆積して地層となることを学ぶ。地層に化石が含まれていること、火山灰の地層がある
ことも学ぶ。堆積物が、長い年月の間に固まりれき岩、砂岩、泥岩となると説明される。「２、
わたしたちが住む大地のつくり」として、地層の観察をすることとなっている。「３、大地の
変化」では、地震による大地の変化として地割れや山くずれが生じ、大地にずれ（断層）が生
じると地震が起こるとも説明される。火山活動による大地の変化では、溶岩が流れたり、飛び
散ったり、火山灰が広い範囲にふり積もることが紹介されている。
地層の学習で重要な視点は、地層は何万年～何百万年もの長い年月をかけて堆積し、平野を
つくっていることである。地層と地層に含まれる化石を調べると、その土地の自然の歴史が読
み取れることになる。私たちの生活する平野部の地下に地層が積み重なっていて、実際に観察
できるのはほんの一部に過ぎない。地層の学習では、可能な具体的な地層を扱って、一端では
あってもその土地の過去をひも解くことに挑戦したい。
堆積実験装置やペットボトルでのモデル実験で気を付けたいことに、一気に堆積した土砂が
下から「れき・砂・泥」の順に堆積する現象は、水による振るい分け効果＝１枚の地層内の級
化成層で、地層のしま模様（層理）ではないことである。
学習指導要領が「土地は、火山の噴火や地震によって変化すること」という立場をとってい
ることから、教科書でもあいまいな表現になっているが、「断層が動くと地震が起こる」こと
を明確にし、地震（正確には地震動）による被害と区別したい。
２-４　神戸の地層の解説書
前章で概観したように、神戸市には各時代の様々な地層が分布している。それぞれの土地が
どのような地質（地層や火成岩、変成岩）でできているかを図示したものが、地質図である。
地質調査所から「地域地質研究報告」として、国土地理院の５万分の１地形図に見合う「神
戸地域の地質」（1983）や「須磨地域の地質」（1984）
などの解説書と地質図が発行されている。神戸独自
のもので言えば、神戸市企画局が「六甲山地とその
周辺の地質」（1971）の説明書と地質図が発行され
ている。
最近では、それぞれの地域の地質図が、デジタル
データとしてWebページから入手できる。中でも、
日本シームレス地質図（国立研究開発法人産業技術 図５　デジタル化 神戸の自然シリーズ
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総合研究所）は日本中の任意の各地点の地質図を公開しているので使いやすい。
（https://gbank.gsj.jp/seamless/maps.html）
神戸の地層という点で、詳しい解説が行われているサイトは、神戸市教育委員会のホームペー
ジにある「デジタル化神戸の自然シリーズ」（http://www2.kobe-c.ed.jp/shizen/）である。こ
こには1979年から1990年までに神戸市立教育研究所（現神戸市総合教育センターの前身）か
ら発行された「神戸の自然シリーズ」の著書がすべてデジタル化されて公開されている。その
中の「神戸の大地のなりたちと自然の歴史」のページには、７冊の原著の他、「君の学校はど
んな地層の上に？」「神戸にはどんな地層があるの？」「アニメで答える地層のＱ&Ａ」「素材集、
地質図塗り絵、素材写真」「兵庫県南部地震データ集」に行くことができる。さらに「野外で
の地層観察方法」「校庭で地層を作る実験」「地震を理解する簡単な実験」なども充実している。
また、実践報告「大地のひみつ大発見」「岩石観察と化石同定」なども参考になる。「自学自習
のワークシート」には、「自然シリーズを使って大地のことを学ぼう」コーナーが開設され「神
戸の大地をつくっている地質と地形についての基礎知識を身につけ、それをもとにして、大地
の歴史を学んでいくことをねらい」とした以下の８種類のプランが提案されている。
①　神戸の地形と地質
②　地層の基礎知識
③　山の岩石が地層になるまで
④　地層は大地の歴史を記録している
⑤　神戸の地質図と大地の歴史
⑥　神戸の地層から見つかった化石
⑦　六甲山地の生い立ち
⑧　神戸をおそった大地震
神戸市の地質のさらに詳しい解説書としては、「新修神戸市史歴史編１、自然・考古」（発行
1989年）がある。第３章が「神戸の地形と地質」、第４章が「神戸の自然史と化石記録」となっ
ている。
３、中学校での大地の学習
３-１　大地の成り立ちと変化（中学校１年）
中学校学習指導要領（Ｈ29年度版）では、（ア）身近な地形や地層、岩石の観察、（イ）地
層の重なりと過去のようす（堆積岩、断層、褶曲、地質年代）、（ウ）火山と地震（火山活動、
火成岩、マグマの性質、地震の伝わり方、地球内部の働き）、（エ）自然の恵みと火山災害・地
震災害と学習内容が示されている。なお、（エ）の項目は従来中学３年生で「自然の恵みと災害」
として扱っていた内容が１年に移行したものである。
現行の教科書（啓林館）では、「活きている地球」とのタイトルで、第１章大地がゆれる（地
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震はどのようにして起こるのだろうか）、第２章大地が火をふく（火山はどのような岩石から
できているのだろうか）、第３章大地は語る（地層や地形から何がわかるのだろう）と内容が
構成されている。
学習内容の項目、観察・実験項目をざっと拾い出してみる。
第１章　震源、震央、初期微動、主要動、初期微動継続時間、（実習）地震のゆれの広がり
方（兵庫県南部地震、東北地方太平洋沖地震）、震源距離、震度、マグニチュード、
断層、活断層、プレートの沈み込み、地震による被害（倒壊、火災、地すべり、津
波、液状化）
第２章　マグマ、火山噴出物、マグマの粘り気と火山の形、火山灰、火山とプレート、火成
岩（火山岩と深成岩、流紋岩、安山岩、玄武岩、花こう岩、閃緑岩、斑レイ岩）、
斑晶、石基、斑状組織、等粒状組織、造岩鉱物（石英、長石、黒雲母、角閃石、輝
石、カンラン石）
第３章　地層のでき方、れき・砂・泥、風化、侵食、運搬、堆積、扇状地、三角州、地層の
広がり、火山灰層（かぎ層）、堆積岩（れき岩、砂岩、泥岩、石灰岩、チャート、
凝灰岩）、示相化石、地質年代、（観察）地層の観察、しゅう曲、隆起、沈降、海岸
段丘、河岸段丘、地震断層、地球表面のプレート（誕生、移動、衝突、沈み込み）
３-２　地域の素材を活かした授業づくりの視点
〈地域素材を使う〉　当然ながら教科書は全国版なので、全国各地の典型的な地形や地質を紹
介しながら学習が展開されている。使える場面では大いに使えばいいが、それだけでは生徒に
とっては実感を伴わない一般的な現象として、さらりと通過するだけになってしまう可能性が
ある。可能な限り具体的で身近な地域素材を使いたい。それぞれの地域の地形・地質を活かし
た授業が展開されることが大切である。地域の素材を扱うといっても、そこには日本列島レベ
ルの現象や地球規模の法則が貫かれているのであり、神戸という地域のみに閉じこもってはい
けないことは言うまでもない。神戸の地形・地質を活かした授業プランを作成するうえでの視
点は次のとおりである。
〈大地の運動の認識〉　この分野での学習のねらいの中心は、一見不動のものとして存在して
いるようにみえる大地が、長い時間スケールでは、たえず変化し運動していることと知ること
である。大地を作っている地質と地形が何万～何億年の歴史の中でつくられたものであること
に実感をもって認識し確信できることをねらいとする。「長い年月」とか「数万～数億年の時間」
という言い方は、あまりにも漠然としている。可能な限り、時間軸を正確に表現するように努
力したい。「40万年前に内湾に堆積した高塚山粘土層」とか、「3500万年前の湖に堆積した神
戸層群の地層」とか、「３億年前の古生代ペルム紀のチャートの地層」などと表現したい。
〈二つの運動の相互作用〉　一方では流水の働きによって山地の岩石が侵食され、運搬・堆積
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の作用で平野が埋め立てられ、凸凹が小さくなるという平坦化のはたらきがある。この運動の
営力は太陽熱エネルギーによる水の蒸発、雲の発生、降水という水の循環によるものである。
他方で、地球の内部の営力によって、圧縮されたり伸張されたりすることで起こる岩石の破
壊＝断層運動である。断層運動によって隆起する山地と沈降する盆地ができる。地表での凸凹
を大きくするはたらきである。この対立する二つの運動の相互作用で大地を構成する物質が移
動し地質と地形が歴史的につくられたととらえることができる。
〈激しい変動帯にある日本列島〉　指導要領では触れられていないが、地球規模で見たとき
に、日本列島が激しい変動の場であることも意識して教えたいことである。日本列島は第一級
の火山列島（地球全体の７％の火山がある）、地震列島（地球全体の10％の地震活動が発生する）
であることを知ることは、防災・減災教育の基礎的としてとても重要である。
〈最新の地球観への挑戦〉　特に最近、地球科学の発展で46億年の地球の全歴史と地球の深
部の動きと表面の動きとの関連などが解明されつつある。「プルームテクトニクス」と呼ばれ
るダイナミックな地球の内部物質の移動の解明はめざましい。日本列島がどうように誕生し、
その後どのような過程を経て現在の姿になったのかも詳しく解明されてきた。最先端の科学の
成果を取り入れ、新しい地球科学教育をつくっていくことにも挑戦したい。
〈露頭観察〉　直接観察ができる地層や岩石の露頭が近くにあれば、ぜひ観察させたい。それ
がない場合も、大部分の学校は平野に位置していて、山地も見渡せる場合が多い。地形を観察
することも大切である。各学校の建設や改築、増設時には必ずボーリングによる地質調査が行
われる。そのボーリングコアと地質柱状図は保管されることになっている。これを探し出して、
学校の地下はどうなっているかを学ぶ教材としたい。
〈地形図・地質図を活用する〉　地域の１／2.5万や１／５万の地形図は活用したい。学校の
位置を確認し、住んでいる地域はどんなところかを知ることが地域学習の出発点になる。地域
を大きく見渡す場合はランドサットの衛星写真やGoogle Mapが有効である。それぞれの地域
の地質図を入手して、それを活用することも重要である。どんな時代のどんな地層や岩石で地
域ができているのかを知ることができる。
〈自作ビデオ・自分で集めた標本〉　生徒に直接観察させることが困難な場合でも、教師が観
察できるポイントに出向いて、ビデオや写真・標本をとってくることができる。身近な素材を
提示すると迫力が違ってくる。
〈仲間や専門家の協力を得て〉　地域素材を開発は、一人で一朝一夕にできるものではない。
地域の地質を研究したり、その成果を取り入れた実践をしていたりする研究者や教師と連絡を
とって、資料を入手して参考にしたいものである。地域の地質案内などの普及書を手がかりに
仲間と現地に出かけることもしてみたいことである。
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４、神戸の地形と地質を活かした授業プラン
この授業プランは、2007年に神戸市立飛松中学
校１年生で実践した授業がベースになっている。
〈私たちの生きる大地の成り立ちと生い立ち〉
１、私たちの住んでいる大地の地形
〈学習内容〉身近な地域の地形は山地と平野（丘
陵・台地・低地）がある。
（１） 校舎の屋上から神戸の街をながめる。東西
南北が見渡せる場所で観察する。
（２） 学校周辺の地形図（明治19年発行）でどの
風景が見えているのかを考える。
（３）学校付近の地形をまとめる。
２、山の岩石と平野の地下の地層
〈学習内容〉山地は古い岩石からできていて、そ
れが風化し、流水の働きによって運搬され、平野に
堆積して地層となる。
（１） 学校の屋上から見える山は六甲山地は何と
いう岩石からできているか。（花こう岩）
（２） マグマが地下深くでゆっくり固まった花こ
う岩が、現在地表に顔を出しているのはど
うしてか。（隆起し、上にあった地層が削ら
れた）
（３） 神戸の街はどんな地形の上にあるか。（六甲山地から流れだす川が、運んできた土砂が、
積み重なった扇状地や三角州）
（４） 扇状地や三角州をつくっている「土砂」とはどんなものか。
　〈 実験１〉　レキ・砂・泥の混ざった土砂をペットボトルに入
れ、水を加えてふる。
　〈 実験結果〉　はじめに水の底に沈んだのはレキ、次は砂で、最
後は泥
　〈 考察〉　川の流れで運ばれ
た土砂で考えると、レキ・
砂・泥はどこにたまるか。
（５） 平野の地下は長い年月
図６　明治19年地形図（須磨区）
図７　レキ・砂・
泥の振るい分図８　土砂の堆積
写真５　山地と平野の地形
　　　（神戸市須磨区）
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の間につもったレキ・砂・泥が（地層）となっている。
３、山地の岩石のゆくえ
〈学習内容〉　山地の花こう岩が風化し、侵食され、運搬され、堆積して地層になる。
（１）平野の地下の地層のもとになっ
ているレキ・砂・泥の元は何
だったのか。（山の岩石）
（２）山地をつくる花こう岩は元は
硬い岩石である。硬い岩石が
もろい岩石になることを（風
化）という。
〈観察〉　新鮮な岩石と風化した岩石
（３）風化は、何のどんなはたらきで起こるのかを考える。（水や空気、植物）
（４）地層ができるまでの過程
　①硬い岩石がボロボロになり＝（風化）
　②がけ崩れなどでけずられ＝（侵食）
　③土石流などで運び出され＝（運搬）
　④平野や海底にたまる＝（堆積）
４、風化・侵食（崖崩れ、Ｖ字谷）、堆積（ミニ平野）のフィールドワーク
〈学習内容〉風化・侵食・運搬・堆積のようすを実地で観察する。
５、神戸を襲う大洪水と土砂災害
〈学習内容〉　神戸が昔からたびたび大きな水害に襲われたことを知り、ハザードマップで自
分の住む地域の土砂災害・水害の可能性を考える。
（１）昭和13年と昭和36年と昭和42
年の水害の紹介
（２）神戸市発行の「土砂災害危険
予想箇所図」を見る。
６、地層のできる場所と堆積物
〈学習内容〉　地層を作る堆積物には
泥・砂・レキ・火山灰などがある。山
の出口にレキ、河口や海岸に砂、湖や 図11　地層と堆積場所
図９　山地の岩石のゆくえ
風化
堆積
運搬
侵食
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海の水底に泥が堆積する。
（１） どのような場所に、どんな堆
積物がたまるのか。
７、平野の地下の地層から過去を推定する
〈学習内容〉　平野の地下の地層から
過去のできごとを推定する
（１） 中学校ふきんの地下の地層は
どのようになっているのか。
ボーリング資料で地層を調べるとその場所が昔、どのような場所であったかが推定し
よう。つながりを色でぬって考えよう
（２） 地層のつながりや重なりから考えた土地の歴史（Ｂまで海が来た時代がある。Ａまで
海は来ていない。）
８、地層に記録された大地の歴史
〈学習内容〉　地層の記録から土地の歴史を読み取る
（１）神戸市西区の学園都市で見られた地層の実物を観察する。
　＊地層をつくっている堆積物は？（泥、上は細かい砂）
（２）地層の中には何が含まれているか。何がわかるか。
　　（貝化石、海にたまった）
（３）この地層は高塚山層と呼ばれる地層で40万年にできた。
　＊地層の重なりを下から順番に見ていくことにする。
　＊地層を下から上に見ていくことは、時代は？
　　（古い時代から新しい時代に追うことになる）
　　① 青色粘土層（ドブ貝の化石が見つかった）
　　　⇒（湖）だった。
　　②火山灰層（年代が40万年前とわかった）
　　③黒色粘土層（カキやアサリの化石が見つかった）
　　　⇒（海）が進入してきた。
　　④砂層（クルミの化石がみつかった）
　　　⇒（海）が埋め立てられ（三角州）ができた。
　　⑤レキ層⇒（扇状地）ができた。　
　　⑥現在、標高100mの丘陵にある⇒土地が（隆起）した。
図12　地下の地層
図13　柱状図
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９、地質時代の区分（略）
〈学習内容〉　地球・大地の歴史はその時代に繁栄した生き物を基準にして、先カンブリア
代、古生代、中生代、新生代（第三紀、第四紀）に分けられる。
10、堆積物から堆積岩へ
〈学習内容〉　堆積物は長い年月の間に固まって堆積岩になる。
〈観察〉　①泥岩・頁岩、②砂岩、③レキ岩、④凝灰岩、⑤チャート、⑥石灰岩
11、神戸の地層と岩石
〈学習内容〉　神戸に分布している地層や火成岩に
ついて知る
（１）神戸の白地質図に色を塗りながら学ぶ
（２）山地は花こう岩や流紋岩、平野は神戸層群
や大阪層群が分布
12、化石が語る大昔の自然の歴史
〈学習内容〉　化石は大昔の自然の歴史を伝える
メッセンジャーである。
（１）化石を手に取って観察する
＊ 神戸の化石（白川の植物化石：3500万年前・
古第三紀）
　＊アカシゾウの肋骨：（200万年前・新生代第四紀：播磨灘）
　＊ナウマン象の臼歯：（20万年前・新生代第四紀：播磨灘）
　＊高塚山の貝化石：（40万年前・新生代第四紀：神戸市垂水区）
　＊舞子の貝化石：（50万年前・新生代第四紀：神戸市垂水区）
（２）示準化石と示相化石
13、大地をつくる岩石
〈学習内容〉　大地をつくる岩石には火
成岩と堆積岩と変成岩がある。火成岩に
は火山岩と深成岩がある。
〈観察〉　①堆積岩と火成岩を見分け
る、②火成岩６種類を分類する
図15　大地をつくる岩石
図14　神戸の白地質図
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14、岩石をつくる鉱物
〈学習内容〉　火成岩は何種類かの造岩鉱物からできている。
〈観察〉　花こう岩をつくる鉱物
六甲山地の花こう岩は石英・長石（２種類）・黒雲母からできている。風化して砂になった
マサ（真砂）から４種類の鉱物を取り出す。
〈観察〉　火山灰の中に含まれる鉱物
〈資料〉　雲仙普賢岳の噴火でふきだした火砕流堆積物、アカホヤ火山灰
15、火を噴く日本列島
〈学習内容〉　世界の火山分布には規則性があり、日本列島は火山が特に多い。
（１）世界の火山の分布
（２）世界中に活動的な火山は1500個ほどある。日本と日本の周辺には？（111個）
（３）日本列島の火山の分布にどんな規則性があるか。（西日本火山帯、東日本火山帯）
16、火山活動による噴出物
〈学習内容〉　マグマはプレートの沈み込み帯の地下100km付近にできる。マグマが地表に
噴き出して火山噴出物ができる。
（１）マグマはどこでできるのか？（上部マントル）
（２）火山噴出物にはどんなものがあるか。
〈観察〉　火山噴出物の観察（溶岩、火山弾、軽石、火山灰）
17、マグマの性質と火山の形、噴火の様式
〈学習内容〉　マグマの性質（粘性）によって、火山の形や噴火の様式が決まってくる。
（１）火山の形（成層火山、火山ドーム、楯状火山、カルデラ）
（２）火山爆発
18、日本地震列島
〈学習内容〉　地震はプレートの境界で発生する。日本列島は特に地震が多い地域である。
（１）世界の地震の分布を見て規則性を見つける。
（２）プレートの分布と地震分布を比較して規則性を見つける。
（３）日本付近の地震の分布をみて法則や規則性を見つける。
19、地震はなぜ起こるか
〈学習内容〉　地震は断層が動くことによって発生する破壊現象である。地震にはプレート境
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界地震とプレート地震がある。地震の揺れには初期微動と主要動があり、その記録から震源距
離が求められる。
〈実験〉　地震発生のモデル実験（２枚の発泡スチロールを使って）
20、兵庫県南部地震とはどんな地震だったか
〈学習内容〉　1995年兵庫県南部地震はマグニチュード7.3、最大震度７の直下型（活断層型）
地震で、その阪神・淡路大震災を引き起こした。
（１）兵庫南部地震を振り返る（日時時刻、死者数、家屋の倒壊、震源、震央、地震断層）
（２）地震の規模を比較する（関東大地震、東北地方太平洋沖地震、チリ地震、濃尾地震）
（３）各地でのゆれの大きさ（激しさ）と震度分布
21、地震による被害と防災
〈学習内容〉　日本で発生した大地震の被害には、家屋倒壊・火災・津波・液状化などがあ
る。地震による被害を少なくする方策を考える。
（１） 明治以降に日本で大きな被害のあった大地震の表。1600年以降に日本で発生した大地
震の分布図。
（２）関東大震災と阪神淡路大震災の被害
〈実験〉　「ゆれる家とゆれない家」（地盤の揺れのくせ＝卓越周期と建物の固有振動）
〈実験〉　「液状化はどうして起こるのか」
〈実験〉　「衝撃的なゆれの一撃で家がたおれる」
（３）津波の恐ろしさ
22、地震で高くなった六甲山
〈学習内容〉　兵庫県南部地震は、六甲山地と平野の境界の断層が動いて発生した。六甲山地
の地殻変動のひとこまであった。
（１） 兵庫県南部地震の前後で
周辺の土地の変動をGPS
で調べた図と国道２号線
の基準点の上下と六甲山
地をほぼ東西に切った地
質断面図を比較する。　
（２） 兵庫県南部地震のような大
地震の長期間の積み重ね
で六甲山地がつくられた。
図16　地震直後の変動（下）と六甲山地と大阪湾の断面（上）
　　　（藤田和夫・佐野正人、1998）
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＊ 兵庫県南部地震は六甲山地が隆起
し、大阪湾が沈降する地殻変動の
ひとこま。
（４）六甲山地の断層
＊ 六甲山地、神戸の市街地にはたく
さんの活断層が走っている。
　（断層分布図）
 〈実験〉　「活断層が動いて、六甲山地
が高くなる」
〈実習〉　神戸の活断層をさがそう
＊ 活断層は、最近活動した断層だか
ら、地形にはっきりとあら
われる。
　① 山地と平野との境界が直
線的に区切られている。
　② 谷が山を越えて、まっすぐ
につながっている。
　③ 谷すじや川が急に曲がっ
ている。
　＊ 図は明治時代の神戸の地
形図。活断層を探してみ
ましょう。
23、六甲山地と大阪湾の生い立
ち
〈学習内容〉　六甲山地は100万年前から隆起をはじめ、大阪湾は沈降しながら地層をため続
けている。現在は激しい変動の時代である。
（１）100万年前から隆起してきた六甲山
＊六甲山地と大阪湾の断面図、Ma-１は100万年前に大阪湾の底にたまった泥の地層。
Ma-１が北山（海抜250m）で見られる。同じものが大阪湾の底では、海面下500mで見ら
れる。このことから何がわかるか。
（２）近畿地方の地形の特徴
＊ 図は近畿地方の山と平野の分布。どんな特徴があるか。
（３） 東西からの圧力で隆起した山地と沈降した平野・盆地
図18　断層を探そう
図17　神戸の断層（藤田・笠間、1976）
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このような地形は、東西から締め付ける圧縮
力によってできた。隆起するところが山地に、
沈降するところが盆地や平野になった。山地と
低地の境界では、大地に割れ目ができる。それ
が断層である。
それらの山地はいつごろから、どんな速さで
隆起してきたのか。山の隆起とともに沈降して
きたのが大阪湾。大阪湾には2000mを越す厚
さの地層がたまっている。大阪湾は沈降しなが
ら、六甲山地から運び出される土砂を受け止め、地層
をためてきた。六甲山地の高さが約1000mですから、
さしひき3000mの落差ができていることになる。
＊計算　100万年で1000mの山ができるとすると
　　　1000000㎜÷100000年＝１㎜／１年
１年で１mm、毎年１mmずつ高くなるということ
ではない。マグニチュード７程度の地震で、断層は１
ｍほど動くことが知られているので、
　　　1000㎜＝１ｍ／1000年
そのような動きを、100万年間に何回したことにな
るか。
　　　1000000㎜／1000年＝1000回
大阪湾にたまった土砂をのぞいて、その底から六甲
山をながめたら3000m級の大山脈だといえる。とて
も激しい変動である。現在も、激しい変動が継続して
いるし、今後もこの変動は続いていくことだろう。
24、地震の活動期と平穏期と南海トラフ地震
〈学習内容〉　地震には活動期と静穏期があり、1995年から活動期に入った。南海トラフを
震源とする地震は、90年～150年の間隔を置いて発生し、21世紀前半に発生する可能性が高い。
（１）西日本での地震での地震の発生
（２）南海トラフ地震の過去の記録
（３）南海トラフ巨大地震の被害を少なくするためにはどうすればよいか。
図20　近畿トライアングル
　　　（觜本・前田、1989）
図19　六甲山地の階段地形（藤田和夫、1985）
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おわりに…「大地動乱の時代」に生きる
日本列島の規模はヒマラヤ山脈やアンデス山脈に匹敵する。長さ3000km、幅300km、高さ
3000mの弧状列島で、ユーラシア大陸の東端に位置する大山脈である。「日本列島大山脈」は
４枚のプレートが押し合う激しい地殻変動の場である。「日本火山列島」「日本地震列島」とも
いえる。
同時に激しい地殻変動の表れとして多数の活断層が走っている。「日本砂山列島」と表現し
たのは藤田和夫氏である。地球規模でみたとき、地震や火山がない地域と多い地域があるとい
う事実、日本列島は世界でも最も火山も地震も多いところに位置していて、雨も多く常に山地
では崩壊が発生している。
2011年東北地方太平洋沖地震は、牡鹿半島東160km、深さ24kmを破壊の出発点として、南
北500km、東西200kmの範囲で、プレート境界が最大20m～30mすべることによって発生し
た巨大地震だった。
東北の太平洋沿岸は過去にもたびたび大津波に襲われて、悲惨な被害を受けてきた地域だっ
た。だからこそ、様々な津波対策が講じられてきた地域である。にもかかわらず、２万人近い
犠牲者を出すことになった。
宮城県石巻市大川小学校で、児童108人中74人、教職員11人中10人が津波にのみこまれて犠
牲になってしまった「大川小の悲劇」は忘れてはならない。
岩手県釜石市では巨大な湾口防波堤があったにもかかわらず、1000人を超える津波の犠牲
者が出た。しかし、学校管理下にいた小学生1927人、中学生999人の全員が無事だった「釜石
の奇跡」も語りつがれなければならない。
南海トラフでの海溝型の大地震は、今世紀前半に起こる確率が高いと言われる。M.9級の巨
大地震になる可能性もあり、最悪の場合、32万人もの犠牲者が出ると予想されている。どの
ようにすればこの犠牲者を減らすことができるのだろうか。日本の社会が直面する差し迫った
課題の一つである。
自然の力の前に人間が非力であることを知ったうえで、最善の対策をたてたい。私たちの生
きる日本列島は「地震」「洪水」「火山」でできた列島である。「地震」と「洪水」「火山」とい
う自然の営みのおかげで、こんなに美しくすてきな国土ができた。自然を見つめ、自然を活か
し、自然に逆らわず、自然とともに生きる知恵を出し合っていきたいものである。
〈引用文献・参考文献〉
１．前田保夫（1979）．神戸の断層を探る．神戸の自然１．神戸市教育研究所
２．前田保夫（1980）．六甲の森と大阪湾の誕生．神戸の自然４．神戸市教育研究所
３．前田保夫・觜本　格（1983）．神戸の地層を読む１．神戸の自然12，神戸市教育研究所
４．松尾裕司（1987）．神戸層群の化石を掘る．神戸の自然16，神戸市教育研究所
D10935_71000792_14觜本格.indd   217 2019/02/25   16:08:15
－218－
５．神戸の自然研究グループ（1988）．アカシ象発掘記．神戸の自然19，神戸市教育研究所
６．觜本　格・前田保夫（1989）．神戸の地層を読む２．神戸の自然17，神戸市教育研究所
７．前田保夫（1989）．六甲山はどうしてできたか．神戸の自然21，神戸市教育研究所
８．神戸教育情報ネットワーク　デジタル化神戸の自然シリーズ
　　http://www2.kobe-c.jp/shizen/
９．新修神戸市史編集委員会（1989）、新修神戸市史、神戸市
10．左巻健男・觜本格編著（2002）、最新中学理科の授業、民衆社
11．藤田和夫・佐野正人（1998）、阪神・淡路大震災と六甲変動、「大震災以後」、岩波書店
12．藤田和夫（1982）、日本列島砂山論、小学館
13．藤田和夫・前田保夫（1984）、須磨地域の地質．地域地質研究報告書、地質調査所
14．藤田和夫・前田保夫（1983）、神戸地域の地質．地域地質研究報告書、地質調査所
15．藤田和夫・笠間太郎（1971）、六甲山地とその周辺の地質、神戸市企画局
16．神戸市地盤調査検討委員会（1999）、阪神・淡路大震災と神戸の地盤、建設工学研究所
17．神戸市地盤調査検討委員会（1999）、阪神・淡路大震災と神戸の活断層、建設工学研究所
18．神戸市都市整備公社（1980）、神戸の地盤、神戸市企画局総合調査課
19．觜本　格（1998）．地震防災と理科教育・学校．地質学論集．Vol. 51 日本地質学会
20．觜本　格（2000）．“神戸では大地震がない” 迷信がなぜ広がったか―科学を学ぶ市民の権利と理科教
育．科学 Vol. 70, No. 10 岩波書店
21．觜本　格（2012）．六甲変動からみた兵庫県南部地震と地球科学教育の課題．理科教室．Vol. 55 No. 10
22．觜本　格（2015）．「身近な大地」「日本列島」「地球」を学ぶ―中学校の地球分野の単元を創る．理
科教室．Vol. 58. No. 6
23．觜本　格（2017）．地学を学ぶと地球と日本列島が見えてくる．理科教室.Vol. 60. No. 2
24．觜本　格（2017）．南海トラフ巨大地震はなぜ心配されるのか．理科の探検（Rika Tan）．Vol.29 No. 
12
25． 觜本格・杉原尚史（2018）、小中学校における大地の学習と課題、神戸親和女子大学教職課程・実習
支援センター研究年報　創刊号
D10935_71000792_14觜本格.indd   218 2019/02/25   16:08:15
